しずおか地域クラブ活動（地域指定種目クラブ）統括団体業務仕様書

１　事業名
しずおか地域クラブ活動（地域指定種目クラブ）運営事業

２　目的
本事業は、しずおか地域クラブ活動における地域指定種目クラブを安定的かつ継続的に運営し、中学生が将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる環境を確保することを目的とする。統括団体は、市との協定に基づき、担当ブロック内の地域指定種目クラブを運営する。

３　事業期間
協定締結の日から令和10年３月31日まで
ただし、協定は市と統括団体が協議の上、年度ごと更新することができることとし、更新は当初の協定期間を含めて通算３か年度を上限とする。

４　運営対象
（１）対象者
市内在住の中学生
ただし、クラブの活動内容等に応じて、小学生や高校生等を参加対象に含めることを妨げない。

（２）担当ブロック
市が設定するＡ～Ｆのブロックのうち、協定により定めるブロックを担当する。

（３）対象種目
ア　必須指定種目
サッカー、バスケットボール、バレーボール、ダンス、バドミントン、陸上、野球、ソフトテニス、卓球、総合スポーツ、吹奏楽
イ　選択指定種目
剣道、柔道、ハンドボール、フットサル、空手、硬式テニス、ソフトボール、新体操、ドッジボール、体操、ラグビーのうち、市と協議して決定する種目。

５ 業務内容
（１）地域指定種目クラブの設置及び運営
統括団体は、市と協議の上、担当ブロック内の各エリアに地域指定種目クラブを設置し、運営すること。
ア　年間活動計画の策定
イ　月間活動計画の作成
ウ　クラブ運営責任者の配置
エ　日常運営管理
オ　出欠管理
カ　活動記録の作成
キ　保護者対応
ク　大会・発表会等への対応

（２）指導者の確保及び配置
統括団体は、必要な指導者を確保し適切に配置すること。
また、市が実施する研修を受講した指導者を配置することとし、原則として複数の指導人材による指導体制を確保すること。
ア　指導者募集
イ　指導者選考
ウ　指導者登録
エ　指導者配置
オ　代替指導者の確保

（３）指導者育成及び資質向上
統括団体は指導者の資質向上に努めること。
ア　市主催研修への参加
イ　独自研修の実施
ウ　ハラスメント防止研修
エ　安全管理研修
オ　応急手当研修

（４）参加者の募集及び活動支援
統括団体は、市が実施する広報との連携を図りながら参加者確保に努めること。
ア　募集案内の作成
イ　参加申込受付
ウ　参加者情報管理
エ　保護者連絡
オ　活動相談対応

（５）安全管理及び危機対応
統括団体は、安全を最優先に事業を実施すること。事故、災害その他緊急事態が発生した場合は、応急対応、保護者への連絡、市への報告等を速やかに行うこと。
ア　安全管理マニュアル整備
イ　緊急連絡体制整備
ウ　熱中症対策
エ　感染症対策
オ　施設及び用具の安全確認
カ　事故防止対策
キ　災害発生時対応

（６）保険に関する業務
統括団体は、参加者の保険加入に必要な情報を市へ提供するなど、市が実施する保険加入手続に協力すること。
また、統括団体は、指導者その他統括団体が活動に従事させる者管理する者について、活動に必要な保険に加入するとともに、その加入状況を適切に管理すること。

（７）会計管理
統括団体は、本事業に係る会計を適正に処理すること。
なお、保護者負担金は参加者１人当たり月額4,000円を上限とし、市と協議の上設定すること。
ア　収入管理
イ　支出管理
ウ　会計帳簿整備
エ　証拠書類保管

（８）学校施設及び備品の管理
統括団体は、市及び学校と連携し、学校施設及び備品を適切に利用すること。
ア　施設利用調整
イ　施設利用ルールの周知
ウ　備品管理
エ　破損等発生時の報告
オ　原状回復
カ　利用実績報告
※学校施設利用可能時間
平日　16:15～19:00、土日祝 8:00～18:00

（９）関係機関との連携
統括団体は、事業の円滑な実施のため、市や学校、保護者等と連携すること。

（10）広報業務
統括団体は、市と連携し、地域指定種目クラブの周知及び参加促進に取り組むこと。
ア　広報資料作成
イ　説明会への協力
ウ　活動情報の発信
エ　活動実績の発信

（11）報告業務
統括団体は、市へ必要な報告を行うこと。
ア　定期報告
（ア）活動実績報告
（イ）参加人数報告
（ウ）指導者配置状況報告
（エ）収支報告
イ　随時報告
（ア）事故報告
（イ）苦情対応報告
（ウ）重大事案報告
（エ）その他市が必要と認める事項

（12）その他
　　　地域クラブ活動の円滑な実施に必要な事項について、市の求めに応じ対応すること。

６　運営基準
統括団体は、次の基準により地域指定種目クラブを運営すること。
（１）活動日数
原則週３日（土日以外の曜日２日、土日祝１日）とする。
※年間活動日数の目安：144日

（２）休養期間
夏季休業及び冬季休業期間中にそれぞれ１週間程度の休養期間を設けること。

（３）活動時間
平日２時間、土日祝３時間、週最大７時間を目安とする。
※年間活動時間数の目安：336時間

７　市と統括団体の役割分担
	項目
	市
	統括団体

	統括団体制度設計
	○
	－

	クラブ設置方針決定
	○
	協議

	参加者募集全体広報
	○
	協力

	クラブ日常運営
	－
	○

	指導者確保
	協力
	○

	活動場所調整
	○
	協力

	参加者保険加入・費用負担
	○
	協力

	指導者等保険加入・費用負担
	－
	○

	統括団体への補助金交付
	○
	申請

	活動実績報告
	確認
	○



８　成果物
統括団体は、次の書類を作成し、それぞれ市が定める期限までに市へ提出すること。
（１）年間活動計画（初回活動実施日まで）
（２）月間活動計画（初回活動実施日まで）
（３）指導者名簿（初回活動実施日まで）
（４）安全管理マニュアル（初回活動実施日まで）
（５）緊急時対応マニュアル（初回活動実施日まで）
（６）収支報告書（令和10年４月中旬まで）
（７）月次報告書（翌月10日まで）
（８）実績報告書（令和10年４月中旬まで）
（９）その他市が必要と認める書類（適宜）
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